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を重視しないのであろうか。 それは 善意志が、その意志すると ろの善き を実現するためには、結果を実現するための手段・方法を考察
する思考力や判断力などの能力、あるいは実際に行動するために必要な勇気や忍耐力などの気質を備えることが必要である。どれほど善きことを意思するとして















まずカントが能力や気質を「自然の恵み」とした点に注目しなければ らない。カントは、 『人倫の形而上学の基礎づけ』の同じ段落で 名誉や財など
を
「幸運の恵み」としている。おそら
く、前者は先天的な恵み、後者は後天的な恵みを意味するものであり、 は、両者を「恵み」 、すなわち「賜りしもの」 （
G
abe）と捉えて

















ることができたのも、言語能力や推論能力を生まれながらにして与えられていたからではないか。あるいは、たとえ私自身の努力に帰する部分がなかったわけではないとしても、そもそ努力を積み重ね いうこと え、勤勉という気質を与えられて たからではなのか。
  
結局、結果を出せるかどうかは、能力や気質
に恵まれるか否かにかかっており、そうした恵みを享受することができる 否 は、確率的偶然の問題に過ぎない そして、もし確率的偶然の問題だとするならば、それは、自動車事故に巻き込まれて身体的障碍
を負ったり
、隣接する








クの削減とリスクの分散があると言われる。リスクの削減とは、自動車の運転でスピードを出さないなど、危険が現実化 可能性を低下させようとするものである。 しかし、 残念ながリスクを完全になくすこ はできないし、またリスクの削減を過剰に図ろう すると 自由な活動が妨げられる。
  
そこで、 考えられるのがリスクの分散であり、
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ょうせい 2005)、（共著）『憲法 cases and materials憲法訴訟』(有
斐閣 2007)などがある。 

























ある。検討の対象は、他の考え方であって、なんら差支えはない。ただ もしこの考え方を議論の素材にするのであれば、合わせて考えてもらいたい問いがあ 。それを最後に記し 、拙稿を閉じることにしたい
  
本公共政策大学院で、みなさんが学び、身に
付けた能力は、 果たして誰のものなのだろうか。
 
